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第２回 白馬村社会福祉推進委員会 会議の要旨 

 

【日 時】令和６年３月 15 日（金曜日）午後１時 30 分～２時 10 分 

【会 場】白馬村役場 ２階 庁議室 

【出席者】 

白馬村民生児童委員協議会 太田 文敏 ○ 

大北医師会 栗田 裕二 ○ 

白馬村議会 尾川 耕 ○ 

白馬村社会福祉協議会 松澤 孝行 ○ 

特別養護老人ホーム 白嶺 岡田 記子 ○ 

介護老人保健施設 白馬メディア 中尾 浩樹 ○ 

小規模多機能 おらの家あそなか 吉羽 一成 ○ 

地域健康づくり支援研究所 健學塾 影山 鈴子 - 

白馬村身体障害者福祉協会 山岸 昭夫 ○ 

白馬村手をつなぐ育成会 丸山 加代子 ○ 

療育・相談支援センター そらいろ 細野 智行 - 

社会福祉法人しあわせ クロスロード白馬 田中 好幸 - 

大北圏域障害者総合支援センター スクラムネット 松井 幸夫 ○ 

白馬村地域包括支援センター 川嶋 一暢 ○ 

白馬村教育委員会事務局子育て支援課 松澤 拓哉 ○ 

大町保健福祉事務所福祉課 渡辺 公恵 ○ 

公募委員 西沢 千賀子 ○ 

公募委員 塩嶋 めぐみ - 

    事務局 

白馬村健康福祉課 課長 工藤 弘美 ○ 

白馬村健康福祉課 福祉介護係長 太田 和也 ○ 

白馬村健康福祉課 社会福祉士 箱山 哲也 ○ 

 

開 会（13：30） 

  （事務局） 開会を宣言。 

 

1．会長あいさつ 

  （松澤会長） ９月に第１回目の会議を開催してから、高齢者福祉部会・障がい福祉部

会の各部会での協議、そしてパブリック・コメントの実施を経て、本日を

迎えました。部会では、それぞれ専門的な立場からご意見をいただきまし

た。 
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本日は円滑な議事進行にご協力をお願いします。 

 

２．協議事項 

 （１）計画案に対するパブリック・コメント（村民意見募集）の実施結果について 

  （事務局） 部会における協議を経て、１月までに計画案が完成し、令和６年２月１日

から３月 31 日までの 30 日間、パブリック・コメント（住民意見募集）を行

った。 

        提出された意見は、高齢者福祉計画に対し 2 件が寄せられました。障がい

関係３計画についての意見はありませんでした。 

        寄せられた意見としては、達成目標の妥当性をはじめ、専門用語で理解が

しにくい、高齢者のための制度の拡充・新設などでありました。目標の見直

しや、用語解説などを加筆したほか、白馬村の考え方については資料１に示

したとおりです。 

  （委 員） パブリック・コメントの結果については、事前に資料提供をいただきたか

った。今後、こういった会議の進め方として、村民の方にもどのように議論

が進められているのか知っていただく努力が必要であると思う。行政ホーム

ページからこの委員会のページを探すことができなかった。 

  （事務局） 前回まで開催した会議については、部会も含め全部で４回。公式行政ホー

ムページでは、会議資料も議事録も掲載してきてはいるが、検索しにくいと

いうご指摘はそのとおりである。 

 

 （２）次期計画の概要について 

     事務局より来年度から計画期間となる「高齢者福祉計画」「障害者計画」「障害福

祉計画」「障害児福祉計画」について説明 

  （委 員） シニアガイドブックが製作され、本日配布されている。今後の活用の方法

は？ 全戸配布すべきであると考える。 

  （事務局） 民生委員児童委員協議会をはじめ、地域ケア会議など、高齢者と接する機

会の多い職務の方や、シニアクラブなどに配布することで、現行制度の周知

に努めていきたい。これによって計画の目標達成にも近づけるものと思われ

る。 

        全戸配布については検討する。 

    （会 長） 計画に対するご意見がないので、説明いただいた計画について承認いただ

ける方は挙手をお願いします。 

         ＊＊ 挙手全員 ＊＊ 

  （会 長） 委員会として、この計画は承認をさせていただきました。 

 

（３）その他 

  （委 員） 計画を策定することは、本来は新たな事業化や制度の拡充、予算の確保な
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どにつながっていくものであると思う。審議をする上で、そういった視点を

もって取り組んでいくべきであると考える。 

  （事務局） 今回委員としてお願いした皆さまは、専門的な見識をお持ちの方々であり、

この計画の策定に限らず、今後の福祉行政推進のため、引き続きご意見やご

提言をお願いしたいと考えている。 

 

３．お礼のことば 

  （工藤課長） 福祉分野における人材の確保は大きな課題となっている。そして、制度

の充実を図るためには予算の確保も必要となってくる。しかしながら、現

状からすると実現できる仕組みには限りがあり、優先順位を付けながら取

り組んでいきたいと考えている。 

         委員の皆さまには引き続き、それぞれの分野において村政へのご理解と

ご協力のほどよろしくお願い致します。 

 

閉 会（14:10） 

  （事務局） 閉会を宣言 


